
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成27年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成23年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表
香川県　高松市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

1,143.95 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Ac1 429,451 375.41

－

- 50.46 60.98 72.59 2,461 260,609 50.53 5,157.51 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　③流動比率については、平成26年度の会計基準の見直
しにより、類似団体平均値と同様に数値が大きく変動し
たが、その後若干の改善が見られ支払能力が向上した。
④企業債残高対事業規模比率については、類似団体平均
値の2倍強となっており、従来から、資本費平準化債を
積極的に活用してきたことが要因として挙げられる。企
業債残高は将来へ渡っての負担となるため、今後も経営
の健全化への足かせになる可能性がある。⑤経費回収率
については、適正な使用料単価である3,000円を確保で
きていないこともあり、汚水処理費を使用料収入で賄え
ておらず、汚水処理補填として一般会計から繰入してい
ることから、平均をやや下回っている。⑥汚水処理原価
が類似団体平均値よりも上回っているため、経費回収率
に悪影響を及ぼしていると考えられ、より効率的な汚水
処理を進める必要がある。⑧水洗化率が、類似団体平均
値よりやや低いが、平成26年度から接続促進に向けた専
属の係を設置したことや集中的に普及促進を行うため、
上下水道局全体で年４回ほど特別チームを結成し、現地
調査を行うなどの効果により、改善傾向にある。
　それ以外については、概ね類似団体の平均と同じであ
るが、水洗化率が平均よりやや低いことから、普及促進
等により上昇させ、経費回収率や、汚水処理原価の改善
に努めていく。
　高松市では、渇水となる場合が他県に比べ多く、施設
利用率に波が起こる。ただし、平均すると施設利用率は
他都市の平均値を上回っている。
　管渠の整備については、下水道事業計画区域内の未整
備地区において計画的な整備を行っているが、管渠の整
備がほぼ完了するため整備費の縮減が見込め、経営に対
する負担は軽減される。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

　①有形固定資産減価償却率が平均より大幅に低く
なっている原因としては、平成２３年度に法適化し
た際に既に償却してきた金額は０円とし、その時点
の残存価格を取得価格とみなして資産計上し減価償
却を開始させたため、償却率が低くなっている。施
設の更新が進んでいくにつれて、本来の数値に近づ
くと思われる。

　②管渠老朽化率は平均値を大きく上回っている。
　③管渠改善率は平均値を下回っている。
　管渠老朽化率が平均値を上回り、管渠改善率が平
均値を下回っている状況について、管渠の整備がほ
ぼ完了したことにより、早急に維持管理に向けた組
織作りが必要である。そのため、平成２８年度に
は、管渠の整備担当課へ維持管理の所管を移し、連
携体制を強化することとしている。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

　管渠の整備がほぼ完了し、今後は維持管理に移行
することから、下水道台帳の整備等を進め、適切な
事業運営に努める。また、効率的・効果的な普及促
進活動を行い、下水道未接続世帯の早期解消を図
り、収入の確保に努める。
　また、浸水対策として、雨水排水を行う管路やポ
ンプ場などの整備を進めるているが、処理場内にお
ける集中監視体制の構築が急務となっている。
　平成２８年度、香川県から香東川流域下水道の移
管を受け、継承する資産の減価償却費や企業債の償
還額等も増え、資金残高との整合を図りながら、料
金改定等について検討を行っていく必要がある。施
設等については移管後、適切な管理体制を整えてい
るところである。平成２７年度には、高松市上下水
道事業基本計画を改定し、施設・管路の長寿命化計
画に基づく改築・更新事業を継続的かつ効果的に実
施することとしている。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.23】 【4.45】 【57.41】 【763.62】

【94.73】【60.01】【139.70】【98.53】

【36.85】 【4.56】 【0.23】


